＜傾聴ボランティア講演会１４年目を迎えて＞
今だからこそわたしたちにできる事は何か～。人間だからこそ大切なことは何か～を学びながら、鎌倉利光先生はじめボランティアの皆さんと共にあたたかなふれあいの場を創っていきたい～と、傾聴・寄り添う姿勢を大切に必要とされる場で活動を続けています。
「話を聴いてくれる人がいることがどれだけありがたいことか。人との交わりがなくなると人間は取り残されていく。脳は常々活動していることが大事。会話、お話をすると血行がよくなる。顔を合わせて話をすること、人と人との交わりがどれだけ大切かを痛感する昨今。人は見た瞬間でわかるわけではない。コミュニケーションをして話を聴きながら、解釈せずにこんな人なんだな～こんな考え方があるんだな～と理解していく姿勢が大切。そのままを聴き自分が感じたことを伝える。傾聴はキャッチボールと同じ。どんな場所に届いたボールでも相手の方の胸に、相手の方の言葉で相手の方が受け取れる言葉を返す～。糸電話のようなもので間が大切～」と鎌倉先生の「傾聴の心得」でのお話。
今年度もみなさまと共に、あたたかなふれあいの輪を大切に信頼関係を築きながら、新たな出会いを楽しみに活動を続けていきたいと思います。
＜～傾聴ふれあいカフェ開催に向けて～＞
「お話を聴く場が必要となってきましたね～」との声で準備が始まりました。
☆傾聴を勉強したくて参加。月に１度皆さまにお会いしてお話をするのを楽しみにしている私がいる。皆さん心優しい方なのでここに癒やされにきている。私の居場所が一つできた気持ちでいる。いろんな場面で傾聴は大切なことだと感じている。
☆話題、知識の豊富な人、お話上手な人たちとの会話は誠に楽しく時間が過ぎていく。初めてお会いして共通の話題がないと話をしても沈黙・・・何を話題にしようかと焦っている私。これから立ち上げに向けて信頼関係を築いていく準備なのかなあ？と感じている。
☆第２の人生を考えた時、ボランティアに着目。種々の講座を受けた中の一つが傾聴ボランティア“ふれあい”との出会い。講演、勉強会に参加していくうちに、何か居心地は良くて自分自身が浄化されていくような感覚。ふれあいが大切にしてゆきたいことの内容も生涯学習にもつながり感銘を受ける。実働２回のみで私にとってはまだスタートラインのまま。。待機の時間こそが己と出会い学びを深める活動再開へのウォーミングアップ。

＜お申し込み・お問い合せ先＞　ボランティアグループ“ふれあい”　☆～♪(*^_^*)♪～☆
tel/fax：0532-46-3267携帯090-6351-6238（鋤本）ﾒｰﾙ：sukimoto212@yk2.so-net.ne.jp
＊固定電話留守電の際はメッセージをお入れください。折返しお電話をさせていただきます。
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傾聴ボランティア講演会　　　「語ること」　と　「聴くこと」　の意味　


２０２０年度　　第１回


参加申込書　お名前　　　　　　　　　　連絡先tel・fax　　　　　　　　　


お名前　　　　　　　　　　　　　お名前　　　　　　　　　　　　





ＦＡＸ　送信先　０５３２－４６－３２６７


当日、受付にてお名前の確認をさせていただきます。








